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講師:村田 晃嗣
同志社大学法学部教授

参加費無料

会場50名様
（先着事前予約制）

オンライン参加も可能

[日時] 2021年１月19日
13:30～15:00

[会場] ANAクラウンプラザホテル松山
本館４階 ルビールーム

(愛媛県松山市一番町3-2-1)

火

1964年7月生まれ 神戸市出身
87年同志社大学法学部卒業、95年神戸大学大学院法学研究科博士課程修了。
この間91年から95年、米国ジョージ・ワシントン大学留学。95年広島大学総合科学部専任
講師（アメリカ研究）、99年助教授。2000年同志社大学法学部助教授、05年より現職、
11年４月より法学部⾧、13年４月～16年3月まで学⾧。18年3月より日本放送協会NHK
経営委員会委員。国際関係論、特にアメリカ外交・安全保障政策が専門。
国際安全保障学会理事、京都日米協会会⾧、日本国連協会京都本部理事。

講師略歴

愛媛県中小企業団体中央会 担当:伊藤、岡﨑
〒791-1101 愛媛県松山市久米窪田町337-1 テクノプラザ愛媛３階
TEL:089-955-7150 FAX:089-975-3611
Mail:okazaki@bp-ehime.or.jp URL:http://www.bp-ehime.or.jp

お問合せ

講演内容

国内経済について、新型コロナウイルスの下、国のGoToキャンペーンにより、一部回復の基調が見られたが、第３波のなか、
見直しや自粛要請も出され、予断を許さない状況となっている。そのような中、アメリカでは、政権が変わろうとしており、現
在の政権の引継ぎ等に停滞がみられ、このような時期に中国は、周辺国への影響を強めようとしている。
そこで、政治経済に精通し、独自のアプローチで分析している、同志社大学法学部教授の村田教授を招き、アメリカの政
権交代に伴う世界絵の影響をわかり易く解説頂き、世界情勢の行方と今後の日本への影響をもとに各企業がどういった国
内戦略・海外戦略を構築していけばいいかを考えていく。



令和２年度中小企業連携人材育成推進事業

『変動する国際情勢と日本の課題』

参加申込書 ※締切1月8日(金)

組合(企業)名

住 所

T E L

参加方法 会場（先着50名限定） ・ Zoom

担当者

役職・氏名

役職・氏名

メールアドレス

（必須）

送付先 愛媛県中小企業団体中央会 連携支援課 岡﨑宛
〒791-1101 愛媛県松山市久米窪田町337番地１ テクノプラザ愛媛３階
FAX:089-975-3611
Mail:okazaki@bp-ehime.or.jp


